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＜病棟連絡事項＞
・年始の業者洗濯ですが、新年最初の洗濯物回収は1/4になるとの事です。(青春より連絡あり)
＜患者様連絡事項＞
・豊川　葵様～13:00自宅への退院となる。次回受診12/28。

＜入室状況＞
・塚田　洋子様～Cユニット5号室
・長根　禮子様～Aユニット16号室
・城前　実様～Cユニット5号室→Cユニット4号室

・庭田　リチ様～Aユニット10号室→Cユニット5号室
・板橋　イマ様～Aユニット16号室→Cユニット5号室

・中村　留理子様～Aユニット16号室→Bユニット1号室
・丹内　栄子様～Cユニット5号室→Aユニット16号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。飲水要求あり都度対応している。不穏や興奮さはなく過ごしている。引き続き精神症状早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他者の私物を弄る行為あり、早めに開放終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15:00～16:00の開放観察実施。朝方は苛々を自制している様子が見られていたが、ホールでの音に反応し不機嫌さをスタッフへ表出している。自傷を仄めかしスタッフを脅迫、言動の上げ足を取りスタッフを攻撃する。　　　　　　引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・長瀬　伸也様～眼光の鋭さはあるが言動は穏やかである。面談の事を気にしている。
・木村　美智子様～船場Dr診察にて本日分で点滴は終了。内服薬ランソプラゾールが処方、食事開始となっている。
　　　　　　　　　また、船場Dr指示あるまでアローゼン中止、ビーマスと酸化マグネシウムも内服開始となっている。

・藪　真弓様～自己中心的な言動が聞かれている。トラブルのあった特定男性患者のそばに行ってみたりすることが見られている。大きなトラブルはなく経過。
・渡部　和文様～不調や飲酒に関連した発言は聞かれず離脱症状なし。対面時穏やか。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・和田　昌様～定期処方変更なし。
・河原木　泰志様～定期処方変更なし。
・藤井　崇史様～定期処方変更なし。
＜入院患者様情報①＞
　氏　　名：塚田　洋子様（つかだ　ようこ）様

　生年月日：昭和16年8月13日（79歳）

　病　　名：認知症

　合併症　：脳梗塞後遺症、大動脈弁閉鎖不全症、心房細動、

　　　　　　胃癌術後、大腿骨頸部骨折術後

　性　　別：女性

　主治医　：馬渡Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　R2.5.17腰痛で秋田労災病院整形外科へ入院、6/6朝に左麻痺と構音障害が発症し右中大脳動脈閉塞を伴う脳梗塞の診断あり、弘前大学病院脳外科へ紹介となった。心原性塞栓症の診断で閉塞血管の血栓回収術を施行。リハビリ目的にて弘前脳卒中リハビリテーションセンターへ6/11入院となった。夜間不穏、拒食やスタッフへの暴力行為があり、神経精神科を受診。日常的にトイレ要求が多く、不定愁訴の訴えも目立つ。麻痺は軽度だが全身の筋力や認知機能の低下が著しく生活全般に支援が必要な状況になっていた。娘様の希望にてR2.10.3同院を退院し、有料老人ホームサポートハウス絆に入所し、現在に至る。同院の検査にて重度の大動脈弁狭窄症があり、循環器内科専門医へコンサルトし精査や治療適応となるか確認をしたが、認知症で理解や協力が得られにくい状況だと治療は出来ないとの判断であった。入院中は不整脈発作や虚血症状、心不全などの明らかな症状はなかった。ホームサポートハウス絆へ入所と共に南部病院に転医し、訪問診療にて治療を継続していた。夜間になると大声で叫ぶ行為や口に含んだ物を吐き出す行為、介護抵抗等の症状が目立つ。スタッフが話を聞いている最中に突然胸ぐらを掴む行為もみられている。施設やケアマネ、御家族より当院での精査・加療の希望あり、R2.12.18医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
　氏　　名：長根　禮子様（ながね　れいこ）様

　生年月日：昭和22年1月5日（73歳）

　病　　名：妄想性障害

　合併症　：高血圧

　性　　別：女性

　主治医　：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Ａユニット

　

(経過）

　11/10に夫より連絡があり。本人が夫と特定女性との浮気をしたと大声で叫んでいる状態が続き、警察にて保護された。精神的な加療を勧められ、一度受診歴のある松平病院へ連絡したが断られている。現在、夫と2人暮らし。隣人の実在する固有名詞を揚げ、夫との浮気を疑う発言が2018年12月頃より出現。2019年9月頃よりエスカレートし夫を1.2時間かけてののしることや、殴る蹴るなどの行動もあり。同年9月18日に松平病院に受診し処方あるも、本人に病識なく数回の服薬のみで怠薬がみられていた。隣人が、引っ越していない状況の為入院加療の希望あり。14：29Aユニットへ医療保護入院となる。
